
神鍋スキー場の地理学的考察
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兵庫県北部の神鍋スキ-場は,年間スキー客40万人を数え,関西でも有数のスキー場 となっているQ

また,スキーの他VCも,夏VCは:スポーツ合宿 ･スクー1)シグ･キャンプ等の好適地 として利用され,

関西に住む人々にとってなじみが深いものである.

私は,当スキー場の代表的な景観をなす火山灰土壌に広がる田畑,集落の大部分を占める民宿,各

所VC分散立地するゲレンデ等か ら,スキー場開発と集落の関係 ･農業と民宿経営の関係が,当スキー

場においてPj:どのようであるのかを明 らかVCLたいと考えた｡さらVC当スキー場がナショナルなスキ

ー場ではあ りえず,関西のみから脚光を集めるリージョナルなスキー場であると思われるため,この

ことを立地条件から明確VCするとともVC,ナショナルなスキー場になりえないことが,スキー場経営

･民宿経営VCどのようVC影響を及ぼ しているかをみてV,きたいと考えた.さらに,当地が全国的な農

村の過疎化の波をどのようVCうけ,どのようにそれからの更生をVj:かってV,るかをみたいと考えたo

以上の方法として,まず,当スキー場の立地条件を自然条件 ･交通条件 ･地元集落の地域的条件め

3点から考察 したC これVCよって当スキ-場が 1)-ジョナルなスキー場であり,さらVC地元集落の地

域的条件がスキー場立地に有利であったことがわかるO

次に子キー場開発及び民宿経営による集落の変ほ うを農業の変化 ･̂ ロ動向 ･産業構造の変化から

考察 していった.農業は,戦前の水稲 ･養垂中心から,戦後Vj:疏菜栽培に重点が置かれる傾向にある｡

^口Vj:,全体VC減少傾向を示すが,集落間で若干のば らつきがみ られるO産業構造の変化は,小売業

･建設業 ･サービス業VE大 きな伸びがみ られ,スキー場立地集落として典型的な変化が表われている

といえる｡

次VC,当地における民宿の発生とその発展過程及び民宿の抱える問題点とその展望を考察したOま

ず,民宿を,当時の経済的社会的状勢か らその起源をみ,さらVC発展過程をみて,当スキー場の民宿

の発生及び発展の地域的条件を明らかにした｡さらに,当スキー場の民宿の抱える問題点として経営の不安

定性をあげ,行政当局及び民宿経営当事者がこれVEどう対応 しているかをみ,農家の副業の域を脱 し

えない当スキー場の民宿経営の現状と将来の展望を考察したo

さらに,神鍋スキー場 と,それとほぼ同一の交通条件下VCある八千高原スキー場 とを比重交考察する

ことによって,神鍋スキー場の地域的特色を-層明確にしていったO

以 ヒのような考察の結果,神鍋スキ-場は次のように表わされるo

oヰ申鍋スキー場は リージョナルなスキー場であり,その立地条件から考えて,企業的スキー場の成

立は困難で,従って民宿の専業化は今後も望めえないものと思われる｡

o民宿の経営形態が,畑の経営規模の大小VEよって集落間で民宿指向型 と農業指向型に分化する傾

向がみられる｡

oスキー場経営 ･民宿経営によっても^ロの社会減をそれほど阻止することができず,慢性的な過
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疎化現象を呈 しているo

埼玉県春日部市の農業における都市化の影響

白 石 祐 子

春日都市は東京から約35Kmの距離, しか も交通的VCも便利な所VEあ りなが らも,東京南郊,西郊vE

に比べ都市化の遅れた地域と言われる北郊の,その中で も更vE遅い県東部の低地帯vc位置 している.

江戸時代は日光街道の宿場町として賑わV,,以後も埼玉の穀倉地帯の一部をなし埼葛地域の中心 とも

なってきたこの地が,他地域の例VEもれず近年急速な∧L1増加を見,変質 してきてV,る｡

1.この-般忙都市化と言われる現象が春 日部におV,てはどのような性格をもって進行 してきたのか｡

2.先住民であった多くの農家は:それに伴いどう変化 していったのかOそ してその際vc水田地域で

あるとV,うことがどう影響 していったか｡

3.現在では少数派 となってV,る専業農家,積極派農家はどのような形で農業を存続一発展させてい

こうとしているのか.

を究明することを本論の目的としたOまた,都市化の開始期が遅かったとい うことが逆にプラスVC働

いて,都市化の悪影響を幾分で も退け対応 しえたのではないかとV,う期待を持って本研究に臨んだこ

とも付記しておく｡

第一葦では低湿地であるという自然条件,歴史などの概観を簡単VC述べた.

第二葦では都市化ということをもう一度ここで考え直 してみて,結論的vCはわか りきっていること

か もしれないが,春 E]都のいわゆる都市化の性柏を主VE競計賢科を中心VC考察してみた｡

第三章でqj:全体的な春 日部の農業の動向,そ して行政の農業VE与える影響,専業農家 ･積極派農家

の経営,考えなどを主VE聴 きとりアンケートなどVCよって調査 し,考察を試みた｡

春日部の都市化は,昭和41年,大規模な武豊団地の入居開始をひき金に始まったと判断されるCそし

てこれVC始まる人口の急増VEより,転入者が多くを占めるようになると市の人口の持つ性格は大いVC

変化 してV,ったo この^ロの急増は春日部そのものが持つ都市的吸引力VCよるものではな く,大都市

東京の住宅地 としての機能が押 し出される形でもたらされ,これは農地転用の76.2蕗が宅地であるこ

とでも裏づけられる｡そ して闇辺農村の中心地であるという性格は確かに持ち続けながらも,東京と

のつなが りを着実に強め,大都市東京の一部でもあるとい う二重構造をもつ典型的な BedTown化

という過程をたどってvlるO

そ して同距離圏にある他地域VC比べればまだ比較的農村的色彩 も残ってV'るが,大勢はやは り兼業

･脱農化-の方向を着実に進んでいる｡ しか もその兼業化傾向は^L1増加が急激vcなる以前,すでに

昭和30年代には始まってV,たoそして最も省力化の進んでV,る稲作が主であったためVEその傾向は更

VC促進された｡ しか し中には都市化のプラス面に目を向けた梨栽培農家,そ して若 く気骨のある後継

者達の農家経営層もある.現在は後者は主 として施設園芸を中心 としている所が多いが,≠兎に角一

日中一生懸命働 きぬいて何とか食べてVlければ-･〝という昔ながらの農業観ではなく,如何に合理的●〇
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